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都市の音楽芸能をフィールドワークする～香港音楽紀行
A Field Study on the Performing Arts in Hong Kong
（from traditional to popular music）
増　山　賢　治
MASUYAMA Kenji
　這篇小文是根據筆者最近訪問香港期間（從 2013 年 1月 12 號至 20號）所了解到的有關音樂
和各種表演藝術的情況而寫的 . 實際上 , 就是相當於根據筆者赴台北（同年 1月 4號至 11號）所
接觸到的音樂表演的印象而寫的一篇報告的後篇 . 筆者是從 1977 年 2月 14 號以後的大約一個星
期的期間 ,	為了收集中國音樂的各種資料 , 首次訪港 , 從那以後 , 獲得幾次機會赴港學習和研究中國
音樂 , 然後一直繼續留意該地音樂和表演藝術情況的變化 . 所以 , 可以說筆者對香港的認識 ,	自然會
比台北熟識的 .
　在日本 ,	至於香港的音樂和各種表演藝術的報道 , 從過去到現在 , 無論普及性或學術性 , 活躍在各
種媒體上執筆評論的 , 幾乎毫無例外的都是業餘愛好者 . 與此同時 , 民族音樂學者和流行音樂研究
者也採取那種業餘性的文字資料 . 筆者認為 : 在那樣惡劣的情況下 , 正視香港的音樂文化的觀點 , 想
要深入研究的方向就難以得到的 . 因此 , 為了改變日本人對香港音樂文化的負有偏向性或狹小性的
看法 , 筆者親自赴港 , 根據自己的觀點和做法 , 對該地的音樂表演的最新動向 , 進行了實地調查 . 這
次筆者在香港時 , 巡迴到了大會堂 , 藝術中心 , 香港文化中心等主要的音樂廳和各種表演場地 , 得到
了音樂表演的很多信息 , 還欣賞到京劇 ,粵劇 , 民樂和街道現場表演等廣泛的音樂節目 . 通過那些見
聞 , 筆者感覺到香港歸還中國以後 , 中國大陸的影響就涉及到香港社會的所有的方面（包括文化）,
香港人對這個情況,如何適應,融合還是排斥,自己認同等的各種反應,都會表現在音樂表演的.結果,
日本的媒體和音樂研究的行業人士對香港音樂文化的低等認識 , 給筆者帶來了更加的不滿和懷疑 .
はじめに
　本稿は、筆者が直近の香港滞在の際（2013 年 1 月 12 日～ 20 日）に見聞した現地の音楽芸能に
関する諸事情をまとめたもので、それに先立つ同年 1 月 4 日～ 1 月 11 日に訪問した台北の音楽芸
能事情に関する論述注 1 の続編である。筆者は、中国音楽の資料収集を目的として 1977 年 2 月 14
15
日から一週間ほど同地を初めて訪問して以来、1978 年 8 月 ~1982 年 3 月に中国音楽研究を遂行す
るために長期滞在注 2 し、その後も何度か同地に赴く機会があり、前回の訪問は 1996 年 7 月 30 日



























































1 月 8 日 
4:00p.m.　Academy Master of Music Lecture-Recital by Raymond Wong （Percussion）
5:00p.m.　Academy Master of Music Lecture-Recital by Guo Zheng （Trombone）
1 月 9 日 
3:00p.m.　Academy Master of Music Lecture-Recital by Ferrer Eric Iglesia （Voice）
4:00p.m.　Academy Master of Music Lecture-Recital by Qiu Wenjie （Voice）
1 月 10 日 
2:00p.m.　Academy Master of Music Lecture-Recital by Francesca Wong Shun （Voice）
3:00p.m.　Academy Master of Music Lecture-Recital by Li Yang （Voice）
1 月 16 日  
2:00p.m.　Academy Master of Music Lecture-Recital by Lau Nga-ting （阮）
3:00p.m.　Academy Master of Music Lecture-Recital by Eric Wu Siu-hin （高胡）
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4:00p.m.　Academy Master of Music Lecture-Recital by Wu Chun-hei（嗩吶）
1 月 17 日  
11:00a.m.　Academy Master of Music Lecture-Recital by Zhang Qianxia （Piano） 
12:00p.m.　Academy Master of Music Lecture-Recital by Zhang Baolong （Piano）
1 月 18 日  
11:00a.m.　Academy Master of Music Lecture-Recital by Chen Ying （Cello）
























2-1　ミュージカル「頂頭鎚（Field of Dreams-The Musical）」
　1 月 15 日、7:45p.m. ～、香港文化中心の大劇院。香港話劇団による広東語のオリジナルミュー
ジカルの再演である注 4。一階席 V17、200 香港ドル。一般公演日は 1 月 12 及 15-19 日の 7:45 ～、








が訪れるというもの。全 2 幕で上演時間は 2 時間 45 分、間に 15 分の休憩。
　次に一部の制作スタッフとその学歴を中心に記す。陳敢権（Anthony Chan）：コロラド州立大学
演劇修士。作曲・編曲の高世章（Leon Ko）：ニューヨーク大学ミュージカル創作修士。作詞：岑偉



















































　1 月 17 日、1:00 ～ 1:50p.m.、香港アートセンター内の agnes b.CINEMA。入場無料。自由席。
　「旧経典、新音楽（Classical Film with a New Score）」という副題から察するに、無声映画と陳銘
志作曲、香港創楽団による生演奏とのクロスオーバーアートイベントと考えて良いだろう。同映画






宏基）、クラリネット：Eric Man（文冠中）、バスーン：Leung Tak wing（梁徳穎）、ホルン：Zach 
Glavan、ハープ：Amy Tam（譚懐理）、ヴィオラ：William Lane（凌芸廉）、チェロ：Rosie Mills-Gon、パー
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カッション：Heidi Law（羅鎧欣）で、香港創楽団（Hong Kong New Music Ensemble）のメンバー
である。






に様々なジャンルやスタイルのパフォーマンスを提供する。2 月～ 11 月の予定の中には、オカリナ
とパントマイムのパフォーマンス（3 月 14 日）、旧と新：リゲティとブラームス（4 月 18 日）、ジャ
ズのビッグバンドとダンス（5 月 16 日）、ブラジルのカポエラ（9 月 19 日）、シタール、二胡、ギター





　1 月 17 日、19:30 ～、油麻地戯院。香港八和会館・油麻地戯院共同プロジェクト 2012-2013







































　このジャンルは二つ見る機会があった。一つは 1 月 19 日の夕刻、芸術中心の入り口前での大学






情報を入手したもので、タイトルを「九龍東反公権力規劃 ‘ 音楽会 ’」（九龍東部の反公権が企画する「音
楽会」）と称していた（写真 16）。筆者が香港のインディーズミュージシャンやライブハウスに興味
を抱くキッカケとなったのは、東京渋谷の映画館アップリンクで催されたイベント「香港でライブ
ハウスを運営すること　Hidden Agenda  ドキュメンタリー上演＋交流会」に参加したことである注 5。





































［香港流行音楽（インディーズ）］『my little airport　香港是個大商場』hrcd014、維港唱片、2011 年
　中国音楽関係の文字資料は結局、『粤劇曲芸月刊第 200 期』（鄧氏兄弟資料研究出版公司、2012








































　台北の地下鉄駅の構内で偶然目にした LUNA SEA のコンサートの情報を香港ではチラシ（彼らの























『表演芸術 241 号』（国立中正文化中心、2013 年 1 月）
＊各種プログラム冊子とチラシ類は省略。
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